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放射線治療抵抗性がん細胞の腫瘍内局在・動態の解明とイメージング
プローブの開発
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がん（悪性腫瘍）は多種多様な細胞群で構成さ
れており、その一部が「がんの “無制限に増殖
する特性” と “抗がん剤や放射線治療に対する
抵抗性”」を担っていると考えられている。この

「がんの悪性化を担っている細胞」を理解し、死
滅させることができれば、がんの完治も夢ではなく
なると考えられる。

放射線治療後のがんの再発源を突き止め
た!!!
がんの中、血管（青色）から70ミクロン離れ
た所に『放射線抵抗性がん細胞（緑色）』を
発見!!!  血管（青色）を取り囲んでいるがん
細胞が放射線治療によって傷付けられている
一方で（赤色）、放射線抵抗性がん細胞（緑
色）にはほとんど傷（赤色）が見られなかった。

悪性がんを捉える薬剤ができた!!!
実験用マウスの右足に出来た悪性がんをイメー
ジングするための薬剤が出来つつある。

私達の研究室は、「腫瘍組織内部の微小環境
やがん細胞の状態を “光” として観察するイメー
ジング技術」を確立してきた。この技術を駆使し
て、「悪性度が高く、がんの再発を引き起こす細
胞群が腫瘍組織内の何処に局在するのかを明ら
かにし、治療抵抗性の本質に迫ることを目指す。
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「がんの治療抵抗性や再発を担う親玉細胞
に、とりわけ高線量の放射線を集中照射する
高精度放射線治療法」や、「親玉細胞を標
的とする抗がん剤」、「その両者を組み合わせ

た化学放射線療法」の開発につながる。が
ん治癒率の劇的な向上と、豊かな長寿社会
の実現が期待される。
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がんの中の様子（青色=血管、赤色＝放射線治療で傷つい
たがん細胞、緑色＝放射線抵抗性のがん細胞） がんの悪性度を “光” として検出


